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DXビジョン

INOUE MASAHIRO

井上 雅宏

日 本 の み な ら ず 、 グ ロ ー バ ル に 「 お 客 様 に 寄 り 添 い 、 暮 ら し を 豊 か に す る 」 た め に 、 デ ジ タ ル を 活 用 し 、 大 き な 変 革 を 進 め て い ま す 。

ク ル マ は 「 所 有 」 か ら 「 使 用 」 へ の シ フ ト が 進 ん で お り ま す が 、 デ ジ タ ル 技 術 は 「 人 、 ク ル マ 、 交 通 環 境 」 を 結 び つ け 、

新 た な 価 値 を 提 供 す る た め の 基 盤 と な り ま す 。

こ の 変 革 に お い て 、 私 た ち は 製 品 だ け で な く 、 人 、 外 部 環 境 、 そ し て 社 内 外 組 織 ・ プ ロ セ ス 全 体 を

シ ー ム レ ス に デ ジ タ ル 化 し て い く 必 要 が あ り ま す 。

特 に 、 開 発 、 生 産 、 販 売 、 共 通 業 務 な ど の 各 プ ロ セ ス を 全 面 的 に デ ジ タ ル 化 し 、

迅 速 か つ 効 率 的 に ダ イ ハ ツ ら し い 車 を 提 供 す る こ と を 目 指 し て い ま す 。

こ の 取 り 組 み は 、 ア ジ ア や 中 南 米 な ど 、 主 に 新 興 国 に お け る グ ロ ー バ ル 競 争 力 を 高 め る た め の

基 盤 と な り ま す 。

社 内 外 の 迅 速 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン も 、 変 革 を 成 功 に 導 く 重 要 な 要 素 で す 。

私 た ち は S N S な ど を 活 用 し 、 世 界 中 の 人 々 に 向 け て 、 ダ イ ハ ツ の ビ ジ ョ ン を 発 信 し 続 け ま す 。

ま た 、 社 内 に お い て も 、 新 た な 情 報 共 有 シ ス テ ム を 導 入 し 、

組 織 を 跨 い で 社 員 間 の 連 携 を 強 化 し 、 デ ジ タ ル 変 革 を さ ら に 加 速 さ せ て い き ま す 。

こ の 変 革 の 波 に 乗 り 、 ダ イ ハ ツ ら し い 価 値 を 提 供 し 続 け る た め 、

皆 様 と 共 に 新 た な 時 代 を 切 り 開 い て い く こ と を 目 指 し て い ま す 。

共 に 未 来 を 創 り ま し ょ う 。

急 激 な 環 境 変 化 に 柔 軟 か つ ス ピ ー デ ィ に 対 応 し 、 競 争 力 を 強 化 し つ つ 将 来 へ 成 長 す る た め に は 、 デ ジ タ ル 技 術

活用は必須です 。組織体制を新たにすると同時に 、「DXビジョンハウス」を策定しました。

ダイハツのDXが目指すこと



DXビジョンハウス

DX ビ ジ ョ ン ハウ スを実 現す る DX 推進戦 略とし て、 「モ ノ づくり 」 「コ ト づ くり 」 「 ヒト づ くり 」 の 3テ ーマに お い てDX1 ・

DX2 ・DX3の3本 柱を、ボトムアップとトップダウンの両輪で アジャイルに 取り組み、 「従業員の幸せ 、お客様や地

域の豊かな暮らし」＝「人にやさしいみんなのデジタル 」を実現します。

DX推進の3本柱DXビジョンハウス

D X 1 デジタルを広める（ デ ジ タ イ ゼ ー シ ョ ン ）

こ れ ま で ア ナ ロ グ で 行 っ て い た 業 務 を 積 極 的 に デ ジ タ ル に 置 き 換 え 、 デ ー

タ に よ る 見 え る 化 を 促 し 業 務 の 効 率 化 ・ 生 産 性 向 上 を 図 る 。

D X 2 今を強くする（ デ ジ タ ラ イ ゼ ー シ ョ ン ）

A I / B I / M B D な ど の デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し 、 徹 底 的 な ム ダ の 可 視 化 ・

既 存 業 務 の 改 廃 や 電 動 化 や コ ネ ク ト を 始 め と し た 商 品 強 化 を 推 進 、 お

客 様 ニ ー ズ に 応 え る 商 品 ・ 業 務 プ ロ セ ス 強 化 に繋げ る 。

コ ネ ク ト デ ー タ
利 活 用

バ ー チ ャ ル
デ ザ イ ン 評 価

モ デ ル ベ ー ス
開 発

D X 3 未来をつくる（ デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン ）

デ ジ タ ル ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 活 用 で 、 ダ イ ハ ツ ・ 事 業 者 様 ・ 関 連 業 者 様 ・ お

客 様 が デ ー タ で繋が り 新 し い 価 値 ・ 新 し い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 産 み 出 し 地

域 の 活 性 化 に 貢 献 し て い く 。

新 し い コ ト
ビ ジ ネ ス

お 客 様 向 け
ア プ リ ケ ー シ ョ ン

マ イ ク ロ
グ リ ッ ド ※

新 し い モ ビ リ テ ィ
サ ー ビ ス

※ マ イ ク ロ グ リ ッ ド ： 「 分 散 型 電 源 」
将 来 の 電 動 化 で 、 電 力 需 要 の 増 加 が 予 測 さ れ る 。 ピ ー ク 電 力 の 平 準 化 の た め 、 A I で 電
力 需 給 予 測 を 行 う な ど の 仕 組 み を 検 討 。
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ド キ ュ メ ン ト
デ ジ タ ル 化

ダ ッ シ ュ ボ ー ド
経 営



DXを進める全社組織体制

「 D X 委 員 会 」 は 各 D X プ ロ ジ ェ ク ト の 進 捗 確 認 及 び 課 題 に 対 し 迅

速 に 意 思 決 定 す る た め 定 期 的 に 開 催 。

「 タ ス ク フ ォ ー ス チ ー ム 」 は 各 D X プ ロ ジ ェ ク ト の 推 進 マ ネ ジ メ ン ト を 実

施 。 ま た 必 要 に 応 じ 特 定 領 域 に お い て 強 み を 有 す る 外 部 企 業 と 連

携 。

D X 推 進 に お い て 今 後 は D X と I T が 連 携 し な が ら 、 D X 推 進 に 係 る

各 課 題 の 解 決 に 取 り 組 み ま す 。

DXビジョンハウスの実現に向け 、取締役会の監督の下、DX推進に係る意思決定を行う 「DX委員会」と各本部

の機能代表からなる組織横断型の 「タスクフォースチーム 」を設置し、各本部のDXプロジェクト推進を加速します 。

また、DXと I Tが連携しDX推進に係る課題解決に取り組みます 。

DXとITの役割DX推進体制

現 状

D X I T

戦 略 、 企 画 な ど

実 行 、 導 入 な ど

あ る べ き 姿
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戦 略 、 企 画

D X

ガ バ ナ ン ス 、 監 査 な ど

I T

実 行 、 導 入

展 開 、 定 着 な ど



DX人材育成

2020年からの AI人材育成に加えてBIツール活用やアプリ開発ができる DX人材を2025年度までに 1 ,000人

育 成 す る 目 標 に 対 し て 、 早 期 に 達 成 し ま し た 。 さ ら な る 競争 力 強 化 に 向 け て 、 2027 年 度 ま で に 3 ,000 人 を 目

指し、最終的には全社員がデジタル技術を活用できるように取り組んでいきます 。
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風土改革

全社的なDX推進の機運を高めるため 、グループ会社と一緒に 「DX活用事例共有会」を実施しています。

「DX活用事例共有会」

グ ル ー プ 内 で D X 活 用 事 例 を 共 有 、 リ ア ル な 場 と オ ン ラ イ ン に よ る ハ イ ブ リ ッ ド 型 で 実 施 す る こ と で 参 加 者 数 は 毎 年 増 加 し て い ま す 。

実 施 結 果 「 D X 活 用 事 例 共 有 会 」 の 様 子
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風土改革

DXやAI活用に関する最新情報・アイデアが 得られるよう、 ゲスト講演と社内優良事例紹介の二部構成からなる

「ダイハツAIキャンプ」を継続して実施しています 。

「ダイハツAIキャンプ」

ダ イ ハ ツ A I キ ャ ン プ は D X や A I に 関 す る 最 新 情 報 や ア イ デ ア を 共 有 し ナ レ ッ ジ の 横 展 開 や A I 導 入 の 推 進 を 目 指 す 社 内 コ ミ ュ ニ テ ィ 。 2 0 2 2 年

3 月 か ら 毎 月 オ ン ラ イ ン イ ベ ン ト を 開 催 し 、 毎 回 2 0 0 人 以 上 の 参 加 者 が い ま す 。 ま た 、 T e a m s へ の 参 加 者 も 2 , 0 0 0 人 を 突 破 し ま し た 。 イ ベ

ン ト の ゲ ス ト も ま す ま す パ ワ ー ア ッ プ し 、 製 造 業 を 飛 び 越 え 他 業 種 ・ 他 ジ ャ ン ル 、 そ し て イ ン フ ル エ ン サ ー な ど 注 目 の 登 壇 者 が 続 い て い ま す 。

参 加 者 数 「 ダ イ ハ ツ A I キ ャ ン プ 」 の 様 子
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A I キ ャ ン プ レ ポ ー ト 発 行 中

30回までの
累計参加者数 6,505人

30回までの
平均参加者数 216人

Teams
コミュニティ
参加者数

2,304人



風土改革

社員のデジタルへの取り組み ・学習促進のツールとしてオープンバッジを配布しています 。

表 彰 制 度 は 、 DX 推 進 に お い て 、 先 進 的 な 案 件 に 取 り 組 み 、 優 れ た 活 動 を 行 っ た 社 員 を 表 彰 す る 社 内 ア ワ ー ド

です。また認定制度は、DX人材育成の専門コンテンツを修了した社員にオープンバッジを 贈呈しています。
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表彰制度・認定制度

表 彰 制 度 認 定 制 度

デ ジ タ ル リ テ ラ シ ー を 高 め る 意 識 付 け 、 動 機 付 け と な り 、 社 内 の バ ッ ジ ホ ル ダ ー 同 士 の 情 報 共 有 に も 繋 が っ て い ま す 。



デジタル化に向けたIT環境整備

必 要 な デ ー タ を 必 要 な 時 に す ぐ 使 え る 環 境 整 備 と し て デ ー タ 分 析 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 構 築 を 進 め 、 デ ー タ の

一元管理、リアルタイムな分析と可視化 、データを用いた予測と洞察 、データ駆動型の判断などによりビジネス上

の意思決定をより迅速かつ正確に行い 、社内外の情報共有促進により生産性 ・収益率向上に繋げます。

データ分析プラットフォーム構築と活用のイメージ

D X 3  新 し い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 創 出

事 業 者 様 ・ 関 連 業 者 様 お 客 様

データ分析プラットフォーム

社 内 外 の 情 報 共 有 や コ ラ ボ レ ー シ ョ ン 促 進

開 発

調 達

生 産

販 売

シ ス テ ム

D X 1  デ ジ タ ル 化 情 報 の 取 り 込 み

D X 2  デ ジ タ ル 技 術 の 活 用

デ ー タ 活 用者

デ ー タ 利 用
シ ス テ ム

デ ー タ 入 出 力

ス ト レ ー ジ デ ー タ ウ ェ ア
ハ ウ ス

デ ー タ 変 換
A P P 基 盤

高 性 能 D B

A P I 基 盤

デ ー タ カ タ ロ グ

デ ー タ 検 索

A I ・ B I 活 用

A
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セキュリティ対応

お客様にご安心頂き、安全なサービスを提供するためにも 、情報の取り扱いには十分に配慮してまいります 。

また、私たちはプライバシーを第一に考え 、お客様に喜ばれる製品やサービスを実施するよう取り組んでいます 。

セキュリティ対応の体制

情報管理の考え方

情 報 セ キ ュ リ テ ィ

当 社 は 、 情 報 セ キ ュ リ テ ィ が 事 業 継 続 の 重 要 な 基 盤 で あ る と い う 認 識 の も と 、 機 密 と

な る 情 報 ・ 製 品 ・ 施 設 の 管 理 ル ー ル を 周 知 徹 底 し て い ま す 。 ル ー ル を 徹 底 す る た め 、

従 業 員 に 対 し 、 入 社 時 の 研 修 な ど 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 教 育 を 実 施 し て い ま す 。 ま た 、 情

報 セ キ ュ リ テ ィ 強 化 月 間 を 設 定 し 、 最 新 の 情 報 漏 え い の 事 例 な ど を 共 有 す る こ と で 従

業 員 の 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 意 識 を 高 め 、 機 密 漏 え い の 防 止 に 努 め て い ま す 。

個 人 情 報 の 保 護

当 社 は 、 事 業 を 通 じ て ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 方 々 か ら 頂 い た 大 切 な 個 人 情 報 を 守 る た め

に 、 プ ラ イ バ シ ー ポ リ シ ー を 定 め て 適 切 に 管 理 し て い ま す 。 プ ラ イ バ シ ー ポ リ シ ー は 、 個

人 情 報 保 護 法 の 改 正 に 応 じ て 常 に ア ッ プ デ ー ト し て い ま す 。 個 人 情 報 保 護 の 取 り 組

み と し て 、 監 査 の 実 施 、 適 切 な 委 託 先 の 選 定 、 個 人 情 報 保 護 の 覚 書 の 締 結 な ど を

行 っ て い ま す 。 こ の よ う な 取 り 組 み に よ り 、 2 0 2 1 年 度 に お け る 個 人 情 報 の 漏 え い は あ

り ま せ ん 。
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方 向 づ け 報 告

【 内部統制委員会 】

委 員 長 ： 副 社 長

【 機密 ・情報管理部会 】

部 会 長 ： I T 統 括 部 長

事 務 局 ： 情 報 セ キ ュ リ テ ィ マ ネ ジ メ ン ト 室

推 進 部 署

社内本部

機 密 管 理
責 任 者

グ ループ会社
販売会社

内 部 統 制
責 任 者

展 開

図形

中程度の精度で自動的に
生成された説明

WEB:プライバシーポリシー

W E B : プ ラ イ バ シ ー ポ リ シ ー

「 内 部 統 制 委 員 会 」 は 企 業 価 値 の 向 上 ・ 財 務 報 告 の 信 頼 性 確 保 ・ 法 令 遵 守 お よ び

機 密 管 理 強 化 な ど を 目 的 と し 、 セ キ ュ リ テ ィ 対 応 な ど 方 向 性 を 議 論 し て い ま す 。 「 機

密 ・ 情 報 管 理 部 会 」 は 必 要 に 応 じ セ キ ュ リ テ ィ に 係 る 規 則 や ガ イ ド ラ イ ン を 制 定 し 、 社

内 各 本 部 や グ ル ー プ 会 社 な ど へ 展 開 し て い ま す 。

https://www.daihatsu.com/jp/privacy.html
https://www.daihatsu.com/jp/privacy.html
https://www.daihatsu.com/jp/privacy.html


KP I KP Iの 考え方

デ ジ タ ル 活 用

【 D X 1 】
社 内 規 定 ド キ ュ メ ン ト 数 に 対 す る
デ ジ タ ル 化 対 応 ド キ ュ メ ン ト 数

D X 推 進 を 通 じ て 、 A I や B I ツ ー ル 活 用 な ど の
デ ジ タ ル 活 用 比 率 の 増 加 を 目 指 す 。

【 D X 2 】
社 内 部 署 数 に 対 す る A I ・ B I 活 用 部 署 数

【 D X 3 】
新 し く 産 み 出 し た
お 客 様 ・ 取 引 先 様 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 数

デ ー タ 分 析
プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の
構 築

プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 活 用 し た 部 署 数
部 署 毎 に 必 要 な 情 報 を 整 理 し 、 デ ー タ マ ネ ジ メ ン ト
す る こ と に よ り 、 活 用 比 率 の 増 加 を 目 指 す 。

D X 人 材 育 成 D X 人 材 の 育 成 人 数
D X 人 材 （ A I 活 用 ・ B I ツ ー ル 活 用 ・ ア プ リ 開 発 人
材 ） を 2 0 2 7 年 度 ま で に 3 , 0 0 0 人 の 育 成 を 目 指 す 。

風 土 改 革 D X 活 用 事 例 の 共 有 件 数 D X 活 用 事 例 の 共 有 を 目 指 す 。

D X推進に係る成果・進捗指標

DX推進に係る成果 ・推進指標（KPI ）を設定し、DXの推進状況を確認・点検することで、各本部のDX推進

を支えてまいります 。
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